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2011 年 3 月 11 日と 12 日の 2 日間にわたり、韓国のガチョン医
科大学神経科学研究所（NRI）にて、機能的神経イメージングと
認知神経科学をテーマとした NRI- 慶應人文 GCOE 共同シンポジ
ウムが開催され、MRI を中心とした神経イメージングの基盤技術
から、認知神経科学の基礎研究まで、幅広いテーマで発表が行わ
れた。

初日は、開会宣言の後、小川誠二訪問教授が最先端の fMRI の
基盤研究を中心に基調講演を行った。次いで、Zang-Hee Cho 所
長（NRI）が MRI と PET を融合したシステムなどガチョンでの
最新の取り組みについて話をした。その後、四本裕子特別研究
准教授が視覚野の神経可塑性に関する fMRI 研究について、Dae-
Sik Kim 教授（KAIST）が神経ネットワークの結合性について
話をした。昼食を挟んで午後には、 拠点リーダーの渡辺茂文学部
教授が鳥類の視覚経路について、 柴田みどり研究員が間接話法の
理解に関する fMRI 研究について、 Nam-Boem Kim 氏（NRI）が
ハングル文字とハンチャ（漢字）を読むときの情報処理に関す
る fMRI 研究について、 Yul-Wan Sung 訪問准教授が応答の早い
fMRI 信号の基礎研究について、田谷文彦特別研究助教がギャン
ブル課題に関する fMRI 研究について、Sang-Han Choi 氏（NRI）
が空間周波数の違いによる視覚処理の違いに関する fMRI 研究に
ついて、Uk Sui Choi 氏（NRI）が視覚野での反対側選好のカテ
ゴリー特性に関する fMRI 研究について話をした。終了後、NRI
にて歓迎パーティーが催され、同時に BOLD 法を確立した小川先

生の Linus Pauling 賞受賞を祝った。
二日目は、Young-Don Son 博士（NRI）が高解像度 PET と

MRI を融合した記録法について、Se-Hong Oh 氏（NRI）が 7T 
MRI による超高解像度拡散テンソル画像法について、Da-Eun 
Kim 女史（NRI）が fMRI での超高速撮像法について話をした。
最後に、若手研究者を中心に議論が行われ、盛況のうちに幕を閉
じた。

心理学を中心とした慶應と、工学を中心とした NRI は好対照を
成しており、お互いの長所を生かすことで、高いレベルでの共同
研究に繋がる可能性が期待される。

（田谷文彦）

The Gachon NRI-Keio GCOE joint-symposium was held 
at NRI, Korea on March 11th and 12th, 2011. A variety of 
topics ranging from fundamental technologies of MRI to 
cognitive studies on human brain was discussed.

2011 年 3 月 3 日・7 日 に、 カ ン ト 哲 学 を 主 題 と し て、
Tobias Rosefeldt 教授（フンボルト大学ベルリン）と Stefanie 
Grüne 博士（ポツダム大学）による講演会が三田キャンパス
にて開催された。本講演は、2009 年より本拠点において開催
している連続講演シリーズ「Kant’s Transcendental Idealism 
in Focus」の一環であるが、今回はとりわけ、現代の形而上
学および知覚の哲学とカントとの関連性が色濃く現れた内容
であった。

まず 3 日に Rosefeldt 教授が、超越論的観念論の形而上学
的側面に焦点を合わせた講演「Kant’s Subjectivism」を行っ
た。カントにおける「現象」と「物自体」の区別については、
伝統的には次の二つの解釈が競合してきた。一つは、この区
別を心的表象と非心的対象との存在論的区別とみなす二世界
説であり、もう一つは、それを同一の存在者についての方法
論的区別とみなす二観点説である。教授の講演は、これらが
テキスト解釈として説得力を欠くと批判したうえで、近年支
持者を集めている存在論的二観点説を擁護するものであった。
この説は、現象と物自体の区別を主観依存的性質と主観独立
的性質の存在論的区別とみなすと同時に、これら二種類の性
質の担い手が何からの意味で同一であるとする解釈である。
教授は、傾向性とメレオロジカルな和という二つの概念に訴
えることによって、この解釈の内実を独特の仕方で明らかに
した。教授によれば、現象は、主観の構成に依存する色のよ
うな傾向的性質によって特徴づけられるものであり、物自体
のあり方は、この性質の基盤である物理的性質とのアナロジー
によって特徴づけられる。しかし、これをたんに性質二元論
に終わらせるのではなく、現象するものは物自体と同一であ
るというカントの主張に適切な解釈を与える試みであるのが、
教授の立場の大きな特徴であった。教授は巧みな例を用いて、
日常的な経験的対象として現象するのと同じものが、われわ
れにはその存在論的構造が知りえない物自体の、いわばメレ
オロジカルな和であると論じた。

続く 7 日の Grüne 博士の講演「Blind Intuition」は、現代
の知覚論における概念主義と非概念主義の対立という図式の
中でカントがどう位置づけられるべきか、という問題の提起
から始まった。90 年代に J・マクダウェルが発表した概念主
義的なカント解釈を契機として、カントの知覚論は、知覚な
いし直観の内容を判断や信念の内容と同じく概念的であると

する立場だとしばしばみなされてきた。博士の解釈は、こう
した概念主義的カント像に反対して、むしろカントを現代の
対立図式で言うところの非概念主義の陣営に位置づけ直すも
のである。しかし、今回の講演で強調されたのは、それにも
かかわらず、カントはある意味で概念主義者であるというこ
とであった。この立場の提示において博士が依拠するのは、
従来の解釈ではほとんど注目されてこなかった、「曖昧な概念」
と「判明な概念」というカントの区別である。博士によれば、
この区別を踏まえるなら、「概念なき直観は盲目である」とい
うカントの有名なスローガンは二通りの理解ができる。一つ
は、判明な概念と結合していない直観は、判断を欠くという
意味で盲目である。判明な概念とは、現代の用語法での概念、
つまり、判断を通じた分類や推論のために用いられるものの
ことである。したがって、こうした意味で理解されるわけで
はない概念、つまり、曖昧な概念が「盲目ではない」直観に
寄与する余地が見出せることになる。このことから博士は、
カントのスローガンのもう一つの理解として、曖昧な概念と
結合していない感覚は、それが対象をそもそも表象しない（判
断どころか見ることさえ成立しない）という意味で盲目であ
るという読み方ができると論じた。

両講演ともに、塾内外から多数の参加者を得ることができ
た。とりわけ、カント研究者のみならず、分析形而上学を始
めとする現代哲学の研究者を交えて活発な議論がなされたこ
とは、カント哲学の今日的意義の可能性を多いに感じさせる
ものであった。 （村井忠康）

Professor Tobias Rosefeldt (Humboldt University of 
Berlin) and Dr. Stefanie Grüne (University of Pots-
dam) gave lectures as part of the lecture series “Kant’s 
Transcendental Idealism in Focus”. Professor Rose-
feldt defended a version of the ontological double-as-
pect interpretation of Kant’s distinction between 
appearances and things in themselves by appealing to 
the notions of disposition and mereological sum. Draw-
ing on Kant’s distinction of “obscure concepts” and 
“clear concepts,” Dr. Grüne argued that while Kant 
should be regarded as a non-conceptualist in the con-
temporary sense, he is, nonetheless, a conceptualist in 
another sense. 
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カントの超越論的観念論についての集中講義 Ⅲ
Kant’s Transcendental Idealism in Focus Part Ⅲ

（2011年3月3日　三田キャンパス東館6F G-SEC Lab／7日　東館4Fセミナー室）2 月 21 日にカルガリー大学 Richard Zach 教授に“The Epsilon 
Calculus”というタイトルで講演していただいた。Richard Zach
教授は California 大学 Berkeley 校で学位を取得後現在 Calgary
大学で教鞭を執っており、数理論理学、数学の哲学、Russell や
Hilbert に関する数学基礎論史の広い分野で活躍されている。今
回のトピックは Hilbert 以来の伝統的な手法である「ε計算」で
あり、昨年 3 月に来日した Stanford 大学 Grigori Mints 教授が講
演された「ε代入法」と深くつながっている（Newsletter No.12、
2010 年 6 月号参照）。
「ε計算」とは文字通り「ε」記号に関する形式的体系のこと

であり、「ε x. A（x）」は「A」を満たす対象が存在するならば
それを適当に選択し、そうでなければ任意の適当な対象を選択す
るようなある種の選択関数である。それ故、述語論理の量化子は
このε記号を用いて置き換えることができ、Hilbert の証明論的
プログラム（無矛盾性証明）においてはこのε記号をどのように
消去していくかが中心課題となった。

ご講演当日は、ε計算の歴史的背景、動機づけ、基本的な定義
から始まり最近 Zach 教授が取り組まれているε計算とエルブラ
ンの定理の関係や、非古典論理への応用、さらにはε計算のカッ
ト除去定理に関する未解決問題まで総ざらいという形で盛りだく
さんであった。

筆者が特に興味をもったのは最後のカット除去定理に関する
未解決問題である。ε計算を含む体系は部分論理式性がないため
に通常のカット除去プロセスが適用できない。そのため、様々な
形で改良案が提案されてきたが依然として未解決問題とのことで
あった。

講演会当日は論理学、哲学、数学の垣根を超えた活発な議論が
行われたのみならず、今後取り組むべき研究の方向の一つを示唆
していただいた気がしており非常に充実した会合であった。

（秋吉亮太）

Professor Richard Zach Calgary University gave an invit-
ed talk on 21th,  February, 2011. The topic was “Epsilon 
Calculus” introduced by D. Hilbert. Historical, philosoph-
ical, and mathematical studies were presented.

Richard Zach 教授講演会 「イプシロン計算」
Lecture by Professor Richard Zach : “The Epsilon Calculus”

2月21日
三田キャンパス南館5階
ディッスカッション・ルーム

講演会

The Gachon NRI-Keio GCOE Joint-Symposium
ガチョン医科大学神経科学研究所・慶應義塾大学人文グローバルCOE共同シンポジウム

（3月11・12日　ガチョン医科大学神経科学研究所（韓国））


